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「
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
和
歌
短
冊
」
に
つ
い
て
―
―
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
二
月
二
二
日
霊
元
院
及
び
廷
臣
に
よ
る
詠
進
和
歌
三
〇
首
―
―
本
山
八
重
子
一
「
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
和
歌
短
冊
」
本
稿
で
紹
介
す
る
三
〇
首
の
「
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
和
歌
短
冊
」（
以
下
「
本
短
冊
」
と
称
す
）
は
、
後
鳥
羽
院
没
後
四
五
〇
年
忌
に
あ
た
る
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
二
月
二
二
日
に
、
水
無
瀬
神
宮
に
寄
進
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
和
歌
短
冊
（
図
１
）
で
あ
り
、
書
誌
は
次
の
通
り
。
短
冊
三
〇
枚
が
一
綴
（
上
か
ら
一
・
五
糎
の
位
置
に
綴
穴
あ
り
、
黒
の
紙
縒
で
綴
じ
て
あ
る
）、
各
短
冊
の
寸
法
（
縦
三
六
・
一
糎
、
横
五
・
四
糎
）、
各
短
冊
は
鳥
の
子
紙
、
天
は
青
雲
、
地
は
紫
雲
の
内
曇
料
紙
で
、
二
ヵ
所
に
折
目
（
上
か
ら
一
一
・
八
糎
及
び
二
四
・
一
糎
）
あ
り
、
巻
尾
の
短
冊
の
裏
面
に
「
貞
享
五
年
二
月
廿
二
日
」
の
記
入
あ
り
。「
題
者
冷
泉
為
綱
卿
」
「
奉
行
藤
谷
為
茂
」
と
書
い
た
包
紙
（
縦
四
四
・
五
糎
、
横
一
九
・
九
糎
）
あ
り
。「
貞
享
五
年
二
月
廿
二
日
御
法
楽
之
短
尺
者
四
百
五
十
年
之
御
遠
忌
也
延
應
二
年
庚
子
ヨ
リ
延
應
二
年
ハ
仁
治
元
年
也
享
保
二
十
年
乙
卯
迄
四
百
九
十
六
年
ニ
成
也
」
の
添
書
あ
り
。
内
箱
（
桐
、
萌
葱
の
緒
、
身
の
寸
法
、
縦
四
一
・
〇
糎
、
横
一
一
・
六
糎
、
蓋
の
寸
法
、
縦
四
〇
・
四
糎
、
横
一
〇
・
四
糎
）、
外
箱
（
桐
・
前
所
蔵
者
の
誂
）
あ
り
。
本
短
冊
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、『
短
冊
物
が
た
り
』（
注
１
）
に
「
後
鳥
羽
院
四
百
五
十
年
御
法
楽
の
短
冊
」
と
し
て
い
る
の
が
唯
一
で
、
本
短
冊
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、『
室
町
時
代
の
書
』（
日
本
の
美
術
７
・
至
文
堂
一
九
八
一
年
）
に
写
真
（
図
２
）
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
先
行
研
究
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。
先
ず
は
、
本
短
冊
の
寄
進
日
で
あ
る
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
二
月
二
二
日
前
後
の
現
存
の
古
記
録
に
あ
た
る
と
、
近
衛
基
煕
の
日
記
『
基
煕
公
記
』、
東
園
基
量
の
日
記
『
基
量
卿
記
』
な
ど
に
次
の
よ
う
な
関
連
記
事
が
散
見
す
る
。
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貞
享
五
・
二
・
九
（
基
量
卿
記
）
晴
、
参
院
、
松
下
民
部
上
賀
茂
社
家
申
後
鳥
羽
院
四
百
五
十
年
御
忌
御
法
楽
勧
進
事
也
、
先
年
四
百
年
御
忌
之
刻
、
御
水
尾
院
為
御
沙
汰
、
卅
首
法
楽
歌
御
寄
進
之
例
也
、
即
参
院
言
上
処
、
短
尺
可
有
叡
覧
旨
、
即
松
下
召
寄
、
於
北
面
所
短
尺
入
御
覧
了
、
如
何
様
可
有
御
沙
汰
由
也
、
出
題
冷
泉
中
将
へ
被
仰
出
、
水
無
瀬
中
納
言
同
申
、
出
題
同
前
、
是
ハ
懐
紙
之
由
也
、
貞
享
五
・
二
・
十
三
（
基
熈
公
記
）
今
朝
霰
下
、
終
日
雪
雹
霏
々
、
従
仙
洞
、
水
無
瀬
法
楽
雅
豊
卿
為
奉
行
触
之
、
十
八
日
必
々
可
献
懐
紙
由
、
為
御
奉
納
云
々
、
貞
享
五
・
二
・
十
五
（
基
熈
公
記
）
天
雨
、
前
内
府
病
後
始
被
来
、
詠
草
持
参
、
不
叶
意
、
仍
加
教
訓
令
詠
改
了
、
貞
享
五
・
二
・
十
六
（
基
熈
公
記
）
天
晴
陰
、
詠
草
人
時々
方
卿
・
行
豊
朝
臣
持
来
、
加
所
存
了
、
貞
享
五
・
二
・
十
八
（
基
量
卿
記
）
近
日
後
鳥
羽
院
御
影
・
勅
書
等
御
覧
、
松
下
民
部
参
、
藤
谷
申
沙
汰
、
庭
田
・
予
等
軽
服
之
間
不
参
了
、
（
基
熈
公
記
）
天
雨
、
裏
松
宰
相
・
行
豊
朝
臣
等
来
、
終
日
言
談
及
夜
半
了
、
来
廿
二
日
水
無
瀬
宮
御
法
楽
一
首
懐
紙
是
仙
洞
御
奉
納
也
、
短
尺
一
首
賀
茂
社
司
松
下
ニ
被
下
云
々
、
令
清
書
遣
飛
鳥
井
三
位
許
了
、
懐
紙
如
此
、
春
日
同
詠
春
日
望
山和
歌
左
大
臣
藤
原
基
―
お
も
ひ
や
る
昔
を
い
ま
に
水
無
瀬
山
花
や
か
す
み
の
ゆ
ふ
へ
あ
け
ほ
の
短
尺
社
頭
祝
見
て
も
お
も
へ
し
け
き
恵
み
ハ
こ
れ
そ
こ
の
神
の
み
ま
へ
の
賢
木
葉
の
か
け
貞
享
五
・
二
・
十
九
（
基
量
卿
記
）
雨
下
、
水
無
瀬
申
御
法
楽
御
懐
紙
御
奉
納
時
宜
事
、
御
使
飛
鳥
井
三
位
御
会
奉
行
故
也
、
着
狩
衣
単
可
持
参
、
可
為
二
拝
之
由
事
、
御
懐
紙
入
霧
箱
不
包
入
云
々
、
裏
書
貞
享
五
年
二
月
廿
二
日
御
奉
納
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松
下
勧
進
御
短
尺
裏
書
年
号
月
日
御
奉
納
字
無
之
依
勧
進
也
、
入
霧
箱
各
着
萌
木
緒
右
御
奉
納
之
時
、
白
銀
等
不
取
遣
之
、
貞
享
五
・
二
・
廿
（
基
量
卿
記
）
晴
、
参
院
、
…
…
今
日
松
下
へ
勧
進
御
短
尺
以
下
召
北
面
、
所
、
藤
谷
三
品
申
沙
汰
、
予
・
庭
田
軽
服
之
間
令
与
奪
也
、
（
兼
輝
公
記
）
陰
晴
、
清
書
水
無
瀬
宮
御
法
楽
短
冊
遣
奉
行
烏
丸
大
納
言
許
、
貞
享
五
・
二
・
廿
一
（
基
量
卿
記
）
晴
、
今
日
飛
鳥
井
、
水
無
瀬
へ
参
向
事
、
（
基
熈
公
記
）
天
快
晴
、
宮
内
卿
持
参
詠
草
、
裏
松
宰
相
来
、
有
談
事
等
、
明
日
、
後
鳥
羽
院
四
百
五
十
年
御
忌
之
間
、
可
詠
和
歌
由
、
平
三
位
・
平
小
納
言
等
内
々
令
言
談
、
裏
松
宰
相
亦
以
同
、
就
平
少
納
言
明
日
可
参
泉
涌
寺
御
廟
、
不
苦
哉
之
由
尋
之
間
、
非
指
法
楽
行
水
以
後
可
来
由
、
令
返
答
、
愚
存
少
々
有
疑
之
間
、
以
書
中
尋
吉
田
三
位
了
、
其
書
中
即
如
此
、
吉
田
三
位
殿
口
状
先
日
は
来
給
候
処
、
不
能
面
談
背
本
意
候
、
先
以
弥
無
事
候
哉
、
承
度
候
、
然
は
明
日
後
鳥
羽
院
四
百
五
十
回
御
忌
候
、
依
之
、
表
向
に
法
楽
と
ハ
な
く
候
へ
と
も
、
見
せ
こ
せ
の
御
製
を
か
し
ら
に
を
き
て
、
各
歌
を
よ
み
候
ハ
ん
と
存
候
、
其
人
数
ニ
裏
松
を
も
加
度
候
、
尤
潔
斎
之
沙
汰
な
と
に
ハ
、
中
々
不
及
候
へ
と
の
、
先
ハ
法
楽
の
や
う
な
る
事
に
候
条
、
憚
候
ハ
ん
哉
、
公
宴
御
法
楽
之
愚
詠
な
と
清
書
候
と
て
も
、
強
服
者
円
座
を
憚
な
と
の
事
に
て
も
無
之
、
行
水
に
て
鳥
食
な
と
を
三
日
憚
ま
て
に
て
候
、
石
井
小
納
言
ハ
明
日
廟
参
之
由
候
、
帰
宅
之
後
、
行
水
に
て
被
来
候
や
う
に
と
申
候
と
の
事
に
て
候
、
但
服
者
ハ
、
は
ゝ
か
り
候
ハ
ん
哉
、
此
方
之
心
中
に
は
、
只
御
遠
忌
之
追
善
と
存
事
候
故
、
服
者
も
不
憚
思
案
候
、
此
通
所
存
に
て
ハ
か
ま
い
な
き
事
な
か
ら
、
又
法
楽
と
申
候
へ
ハ
、
潔
斎
も
な
く
て
ハ
の
や
う
に
、
世
間
か
ら
思
も
の
に
て
候
故
、
為
念
尋
申
候
、
此
書
中
の
奥
に
是
非
之
段
、
一
筆
被
加
候
而
可
給
也
、
二
十
一
日
基
熈
吉
田
三
位
殿
御
書
之
趣
謹
拝
見
仕
、
明
日
後
鳥
羽
院
御
法
楽
被
催
ニ
付
、
御
潔
斎
之
義
畏
存
候
、
清
浄
之
子
細
も
様
々
有
之
候
、
今
度
之
義
軽
服
之
輩
等
、
行
水
以
後
不
苦
様
ニ
被
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存
候
、
廟
参
之
輩
ハ
不
可
叶
候
、
猶
御
思
案
可
被
遊
哉
、
右
之
趣
愚
存
申
上
候
、
宜
敷
御
披
露
頼
入
候
、
以
上
、
二
月
廿
一
日
兼
連
甲
斐
掾
殿
貞
享
五
・
二
・
廿
二
（
基
熈
公
記
）
天
晴
、
午
後
陰
、
入
夜
時
々
雨
下
、
午
下
刻
裏
松
宰
相
・
平
三
品
・
行
豊
朝
臣
等
来
、
内
府
同
前
、
各
詠
和
歌
、
秉
燭
各
詠
出
、
吉
田
三
位
番
次
来
、
仍
令
詠
一
首
、
光
忠
朝
臣
又
来
、
仍
令
詠
二
首
、
今
日
題
如
此
清
書
堺
カ
ケ
也
、
有
首
字
、
霞
五
首
、
見
和
た
せ
ハ
、花
五
首
、
や
ま
も
と
か
す
む
、
恋
五
首
、
ミ
な
せ
か
は
、
述
懐
四
首
、
ゆ
ふ
へ
ハ
、
懐
旧
三
首
、
あ
き
と
、
擇
教
四
首
、
な
に
お
も
、
神
祇
三
首
、
ひ
け
ん
、
（
続
史
愚
抄
）
後
鳥
羽
院
四
百
（
四
百
五
十
の
誤
植
ヵ
）
回
聖
忌
、
因
新
院
有
和
歌
御
法
楽
、
題
、
春
日
望
山
、
左
中
将
為
綱
朝
臣
出
之
、
為
懐
紙
、
日
野
前
大
納
言
資
廉
卿
、
詠
進
、
奉
行
飛
鳥
井
三
位
雅豊
持
参
于
水
無
瀬
宮
兼
日
水
無
瀬
前
中
納
言
氏
信
申
請
之
、
此
日
、
賜
新
院
御
製
和
歌
短
冊
、
於
賀
茂
社
司
某
松
下
、
此
日
、
同
宮
法
楽
和
歌
勧
進
故
云
、
今
日
、
樋
口
前
中
納
言
信
康
、
左
兵
衛
権
佐
康
綱
朝
臣
、
右
衛
門
権
佐
輝
長
等
参
同
社
、
水
無
瀬
一
族
漏
之
、
○
基
量
卿
記
、
和
歌
記
、
雑
萃
記
、
家
記
貞
享
五
・
二
・
廿
三
（
基
量
卿
記
）
陰
、
時
々
雨
下
、
松
下
民
部
入
来
、
先
日
ハ
御
法
楽
之
御
短
尺
拝
領
礼
之
由
也
、
鴨
二
羽
持
参
了
、
対
面
申
謝
了
、
上
記
に
掲
載
し
た
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
二
月
九
日
か
ら
二
月
二
二
日
ま
で
の
『
基
量
卿
記
』『
基
煕
公
記
』『
続
史
愚
抄
』
の
関
連
記
事
は
、
些
か
混
乱
を
ま
ね
く
内
容
で
は
あ
る
が
、
整
理
し
て
み
る
と
、
二
人
の
勧
進
者
か
ら
別
々
に
法
楽
和
歌
の
詠
進
の
申
請
が
霊
元
院
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
①
上
賀
茂
の
社
家
で
あ
る
松
下
民
部
（
注
２
）
が
二
月
九
日
に
仙
洞
御
所
に
来
て
、
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
法
楽
勧
進
の
事
を
申
し
出
た
。
こ
れ
は
、
四
〇
〇
年
遠
忌
に
あ
た
る
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
二
月
二
二
日
に
、
同
じ
く
松
下
勧
進
に
て
、
後
水
尾
院
及
び
廷
臣
に
よ
り
三
〇
首
の
詠
歌
が
寄
進
さ
れ
た
そ
の
例
に
倣
う
も
の
で
、
松
下
民
部
は
そ
の
折
の
短
冊
を
霊
元
院
の
叡
覧
に
供
し
て
い
る
の
で
、
四
五
〇
年
遠
忌
の
時
点
ま
で
は
、
四
〇
〇
年
御
忌
の
三
〇
首
の
短
冊
は
現
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
題
は
冷
泉
中
将
為
綱
が
命
じ
ら
れ
、
奉
行
（
申
沙
汰
）
は
藤
谷
為
茂
。
本
短
冊
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
基
量
卿
記
』
二
月
一
九
日
の
条
に
「
松
下
勧
進
短
尺
」
の
裏
書
に
は
「
御
奉
納
字
無
レ
之
、
依
二
勧
進
一
也
」
と
あ
る
通
り
、
本
短
冊
の
巻
軸
短
冊
の
裏
書
に
は
「
貞
享
五
年
二
月
廿
二
日
」（
図
１
）
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、「
奉
納
」
等
の
記
入
は
な
い
。
ま
た
、「
短
尺
は
桐
箱
に
入
り
、
緒
は
萌
葱
」
と
あ
る
の
で
、
内
箱
は
当
初
の
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
所
収
の
『
院
御
会
和
歌
上
』（
貞
享
四
年
〜
元
禄
十
二
年
）「
貞
享
五
、
二
、
二
二
」
の
個
所
に
、
本
短
冊
の
詠
進
歌
三
〇
首
が
「
松
下
勧
進
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
②
水
無
瀬
中
納
言
氏
信
も
同
じ
日
に
法
楽
和
歌
の
勧
進
を
申
し
出
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
懐
紙
に
よ
る
詠
進
の
由
で
あ
る
が
、
題
者
は
同
じ
冷
泉
為
綱
、
奉
行
は
飛
鳥
井
雅
豊
で
あ
る
。
『
基
煕
公
記
』
の
二
月
一
九
日
に
は
、
基
煕
の
一
首
懐
紙
の
詠
進
歌
「
お
も
ひ
や
る
昔
を
い
ま
に
水
無
瀬
山
花
や
か
す
み
の
ゆ
ふ
へ
あ
け
ほ
の
」
も
「
春
日
同
詠
春
日
望
山
和
歌
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
春
日
望
山
」
と
い
う
通
題
で
詠
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
霊
元
院
御
詠
草
写
四
季
・
恋
・
雑
』
に
は
、「
春
日
望
山
」
の
題
の
個
所
に
「
貞
享
五
、
二
、
廿
二
、
水
無
せ
殿
四
百
五
十
年
御
忌
水
無
瀬
前
中
納
言
所
望
御
奉
納
宮
ゐ
し
て
い
ま
も
あ
か
す
や
水
無
せ
川
夕
は
は
る
の
か
す
む
山
本
」
の
霊
元
院
の
詠
進
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
続
史
愚
抄
』
の
同
日
に
は
「
日
野
前
大
納
言
資
廉
卿
詠
進
」
と
あ
る
の
で
、
日
野
（
柳
原
）
前
大
納
言
資
廉
も
詠
進
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
述
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
所
収
の
『
院
御
会
和
歌
上
』（
貞
享
四
年
〜
元
禄
十
二
年
）
に
は
、「
貞
享
五
、
二
、
二
二
水
無
瀬
宮
御
奉
納
四
百
後
十
年
聖
忌
付
水
無
瀬
前
中
納
言
依
望
猿
也
」
と
い
う
見
出
し
で
、「
春
日
望
山
」
の
題
で
四
一
人
、
四
一
首
の
和
歌
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
歌
は
霊
元
院
の
「
宮
ゐ
し
て
い
ま
も
―
―
」、
二
首
目
は
左
大
臣
・
近
衛
基
煕
の
「
お
も
ひ
や
る
む
か
し
を
い
ま
に
―
―
」
が
続
き
、
柳
原
前
大
納
言
資
廉
の
詠
進
歌
は
「
の
と
は
し
な
雪
に
水
無
瀬
の
山
も
い
ま
み
と
り
色
そ
ふ
は
る
を
ま
ち
へ
て
」
と
し
て
一
八
首
目
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
右
の
記
録
か
ら
、
水
無
瀬
氏
信
勧
進
に
よ
る
法
楽
和
歌
の
内
容
は
、「
春
日
望
山
」
の
通
題
で
、
題
者
は
冷
泉
為
綱
、
奉
行
は
飛
鳥
井
雅
豊
、
料
紙
は
懐
紙
、
詠
進
者
は
霊
元
院
、
近
衛
基
熙
、
柳
原
資
廉
他
三
八
人
（
本
稿
で
は
名
前
省
略
）
の
歌
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
③
さ
て
、
貞
享
五
年
二
月
廿
日
の
一
条
兼
輝
（
摂
政
・
初
名
冬
経
）
の
日
記
『
兼
輝
公
記
』
の
「
清
書
二
水
無
瀬
宮
御
法
楽
短
冊
一
、
遣
二
奉
行
烏
丸
大
納
言
許
一
」
と
い
う
記
事
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
本
短
冊
の
三
〇
人
の
詠
進
者
の
中
に
一
条
兼
輝
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
奉
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行
も
藤
谷
為
茂
や
飛
鳥
井
雅
豊
で
は
な
く
、
烏
丸
光
雄
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
ま
た
は
②
の
法
楽
の
た
め
に
詠
進
し
た
も
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
貞
享
五
、
二
、
二
二
水
無
瀬
宮
御
法
楽
近
衛
家
熈
詠
草
」
と
い
う
自
筆
懐
紙
を
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
春
月
」
と
い
う
題
で
、
家
熈
が
「
待
出
る
た
か
ね
は
わ
き
て
立
な
ひ
く
霞
の
そ
こ
に
月
そ
い
さ
よ
ふ
」及
び「
さ
く
花
の
光
を
そ
へ
て
春
霞
そ
の
名
に
も
い
す
月
そ
く
ま
な
き
」
と
二
首
詠
ん
だ
歌
を
、
添
削
者
（
父
基
煕
ヵ
）
が
「
た
か
ね
に
は
待
出
な
か
ら
か
す
む
よ
の
な
ら
ひ
の
そ
ら
に
月
そ
わ
り
な
き
」
と
添
削
し
、「
貞
享
五
、
二
、
二
十
二
水
無
瀬
宮
御
法
楽
端
清
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
家
熈
は
添
削
後
の
一
首
目
の
歌
「
た
か
ね
に
は
―
―
」
を
清
書
し
て
奉
行
烏
丸
光
雄
を
通
じ
て
ど
こ
か
に
詠
進
し
て
い
る
。『
基
煕
日
記
』に
あ
る
よ
う
に
、「
春
月
」
の
題
は
、
近
衛
邸
で
の
法
楽
和
歌
会
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
宮
中
法
楽
和
歌
会
が
催
さ
れ
、
そ
れ
に
詠
進
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
検
索
す
る
と
「
貞
享
五
年
二
月
二
十
二
日
水
無
瀬
宮
御
法
楽
」
の
書
名
で
著
者
「
霊
元
天
皇
、
一
条
兼
輝
、
烏
丸
光
雄
等
詠
」
と
い
う
資
料
の
存
在
を
示
す
が
、
同
館
で
は
現
時
点
で
は
当
該
の
資
料
は
未
整
理
と
い
う
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
、
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
二
月
九
日
の
『
基
量
卿
記
』
に
は
、
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
忌
の
法
楽
和
歌
は
、
寛
永
一
五
年
の
四
〇
〇
年
忌
の
法
楽
を
お
手
本
と
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
四
〇
〇
年
忌
の
折
に
は
、
三
節
「
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
御
忌
法
楽
和
歌
に
つ
い
て
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
宮
中
法
楽
和
歌
会
も
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
も
宮
中
で
法
楽
和
歌
会
が
興
行
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
短
冊
に
よ
る
詠
進
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
の
で
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。
ま
た
、『
基
煕
公
記
』
の
二
月
二
二
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
近
衛
邸
で
も
私
的
な
遠
忌
の
会
が
催
さ
れ
、
参
会
者
は
「
霞
」
の
題
は
「
み
わ
た
せ
は
」
を
冠
字
に
、「
花
」
の
題
で
は
「
や
ま
も
と
か
す
む
」
を
、「
恋
」
題
は
「
み
な
せ
か
は
」
を
、「
述
懐
」
題
は
「
ゆ
ふ
へ
は
」
を
、「
懐
旧
」
題
は
「
あ
き
と
」、「
釋
教
」
題
は
「
な
に
お
も
」
を
、「
神
祇
」
で
は
「
ひ
け
ん
」
と
い
う
後
鳥
羽
院
の
和
歌
を
冠
字
に
し
て
詠
進
し
た
こ
と
も
分
か
る
。
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
付
録
年
表
を
見
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
後
鳥
羽
院
没
後
五
〇
年
毎
の
追
善
の
記
録
は
、
五
〇
年
忌
に
当
た
る
正
応
元（
一
二
八
八
）
年
か
ら
六
〇
〇
年
忌
の
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
寛
永
一
五
年
の
四
〇
〇
年
忌
及
び
貞
享
五
年
の
四
五
〇
年
忌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
水
尾
院
は
新
古
今
集
の
和
歌
の
復
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興
を
意
識
し
て
、
堂
上
歌
壇
の
隆
盛
を
あ
る
程
度
は
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
思
を
皇
子
で
あ
る
霊
元
院
も
意
識
的
に
継
承
し
よ
う
と
し
た
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
が
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
の
法
楽
和
歌
で
あ
ろ
う
か
。
二
「
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
遠
忌
和
歌
短
冊
」
の
詠
歌
に
つ
い
て
本
短
冊
の
綴
じ
ら
れ
た
順
序
は
、
現
時
点
で
は
「
早
春
鴬
」「
山
家
嵐
」「
朝
霞
」「
夕
梅
」「
庭
春
雨
」「
見
花
」「
聞
郭
公
」「
五
月
雨
久
」「
水
邊
蛍
」「
遠
夕
立
」「
樹
陰
納
涼
」「
草
花
露
」「
霧
中
鳫
」「
野
鹿
」「
深
夜
月
」「
山
紅
葉
」
「
河
氷
」「
初
冬
時
雨
」「
連
日
雪
」「
浦
千
鳥
」「
夜
神
楽
」「
忍
戀
」「
不
逢
戀
」
「
待
戀
」「
遇
不
逢
戀
」「
恨
戀
」「
暁
雲
」「
羇
中
燈
」「
夜
夢
」「
社
頭
祝
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
首
目
の
「
山
家
嵐
」
は
、『
明
題
部
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
春
」
で
は
な
く
、「
雑
」
に
部
類
さ
れ
る
題
で
あ
る
か
ら
、「
早
春
鶯
」
と
「
朝
霞
」
の
間
に
位
置
し
て
い
る
の
は
違
和
感
が
あ
る
。
有
り
難
い
こ
と
に
、
出
光
美
術
館
の
学
芸
員
で
あ
る
別
府
節
子
氏
か
ら
、
本
短
冊
の
題
は
、「
伏
見
院
三
十
首
和
歌
」
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
ご
教
示
を
頂
い
た
の
で
、
調
べ
て
み
る
と
や
は
り
錯
簡
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
伏
見
院
三
十
首
和
歌
」
で
は
、「
山
家
嵐
」
は
「
雑
」
に
部
類
さ
れ
、
雑
五
首
は
「
暁
雲
」「
夜
夢
」「
羇
中
燈
」「
山
家
嵐
」「
社
頭
祝
」
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
本
短
冊
で
は
「
暁
雲
」「
羇
中
霧
」「
夜
夢
」「
社
頭
祝
」
の
順
で
、「
羇
中
霧
」
と
「
夜
夢
」
が
入
れ
替
り
、「
山
家
嵐
」
が
春
歌
に
部
類
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
他
の
短
冊
の
順
番
に
違
い
は
な
か
っ
た
。
な
お
、『
烏
丸
資
慶
集
下
』（
古
典
文
庫
）
に
は
、「
古
今
伝
授
前
三
十
首
」
の
題
と
し
て
本
題
と
全
く
同
じ
題
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
歌
題
は
、
後
水
尾
院
自
身
が
（
古
今
）
伝
受
を
受
け
た
時
の
歌
題
で
あ
り
、
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
正
月
に
、
資
慶
・
通
茂
が
石
清
水
に
奉
納
し
た
法
楽
三
十
首
の
歌
題
と
偶
然
に
も
同
一
で
あ
っ
た
。
早
春
鴬
を
初
め
と
し
、
社
頭
祝
を
末
と
す
る
。
本
来
は
、
四
季
各
五
首
、
恋
五
首
、
雑
五
首
の
順
に
三
〇
首
が
重
ね
ら
れ
、
す
ん
な
り
と
納
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
過
去
の
何
れ
か
の
時
点
で
錯
簡
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
題
字
は
定
家
流
の
書
体
で
あ
る
の
で
、
付
属
の
「
包
紙
」
に
表
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
定
家
流
の
書
き
手
で
あ
る
題
者
の
冷
泉
為
綱
の
筆
跡
（
図
１
）
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
各
短
冊
の
和
歌
の
翻
刻
と
簡
単
な
現
代
語
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
霊
元
院
承
応
三
（
一
六
五
四
）
〜
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）・
八
・
六
七
九
歳
（
貞
享
五
年
三
五
歳
）
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鴬
の
は
つ
音
を
松
の
か
け
し
あ
れ
は
早
春
鴬
こ
ゝ
に
も
千
世
の
春
を
つ
く
覧
訳
鶯
の
初
音
を
ま
つ
、
松
の
陰
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
も
千
年
の
春
を
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
本
詠
歌
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵『
霊
元
院
御
詠
草
写
四
季
・
恋
・
雑
』に「
早
春
鴬
」
の
題
で
、「
貞
享
五
、
二
、
廿
二
、
水
無
瀬
宮
四
百
五
十
年
御
忌
松
下
勧
進
御
奉
納
」
の
頭
書
が
付
さ
れ
「
鴬
の
初
音
を
松
の
か
け
し
あ
れ
は
こ
ゝ
に
も
千
世
の
春
を
告
ら
ん
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
蔵
『
霊
元
院
御
集
』（
享
和
一
八
年
藤
為
村
編
の
写
本
）
に
は
「
早
春
鴬
鴬
の
は
つ
音
を
松
の
か
け
し
あ
れ
は
こ
ゝ
に
そ
千
世
の
春
を
告
ら
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、
校
異
あ
り
。「
も
（
毛
）」
の
く
ず
し
字
を
「
そ
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
あ
り
。
八
条
宮
尚
仁
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
〜
元
禄
二
（
一
六
八
九
）・
八
・
六
一
九
歳
（
一
八
歳
）な
れ
ぬ
れ
と
夢
も
む
す
は
す
終
夜
山
家
嵐
嵐
は
け
し
き
山
陰
の
庵
尚
仁
訳
慣
れ
た
け
れ
ど
、
夢
も
見
な
い
。
一
晩
中
嵐
が
激
し
い
山
陰
の
庵
で
は
。
醍
醐
冬
基
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
〜
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）・
七
・
一
四
五
〇
歳
（
権
大
納
言
四
一
歳
）
さ
な
か
ら
に
え
や
は
う
つ
さ
む
水
無
瀬
山
朝
霞
を
ち
こ
ち
か
け
て
か
す
む
曙
冬
基
訳
そ
の
ま
ま
画
き
写
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
や
出
来
な
い
。
水
無
瀬
山
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
か
け
て
霞
む
曙
を
。
烏
丸
光
雄
正
保
四
（
一
六
四
七
）
〜
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）・
一
〇
・
一
七
四
四
歳
（
権
大
納
言
四
二
歳
）
さ
く
梅
の
こ
そ
め
は
花
も
く
れ
な
ゐ
に
夕
梅
い
ろ
わ
き
か
た
き
夕
附
日
か
な
光
雄
訳
咲
く
梅
の
濃
染
は
花
も
紅
に
な
り
、
色
が
見
分
け
難
い
夕
日
だ
な
あ
。
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竹
内
惟
庸
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
〜
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）・
七
・
一
九
六
五
歳
（
非
参
議
四
九
歳
）
霞
し
く
庭
に
わ
か
れ
ぬ
春
雨
も
庭
春
雨
の
き
の
し
の
ふ
の
雫
に
そ
し
る
惟
庸
訳
霞
た
な
び
く
庭
に
見
分
け
難
く
降
る
春
雨
も
、
軒
の
し
の
ぶ
の
雫
で
知
る
よ
。
石
井
行
豊
承
応
二
（
一
六
五
三
）
〜
正
徳
三
（
一
七
一
三
）・
二
・
一
二
六
一
歳
（
侍
従
三
六
歳
）
う
つ
ろ
は
し
詠
め
は
移
る
一
と
せ
の
見
花
紅
葉
や
雪
を
花
に
な
す
と
も
行
豊
訳
こ
の
桜
の
花
へ
の
思
い
は
移
ろ
う
ま
い
。
一
年
の
経
過
と
と
も
に
眺
め
て
い
く
紅
葉
や
雪
を
花
に
し
た
と
し
て
も
。
有
栖
川
宮
幸
仁
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
〜
元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）・
七
・
二
五
四
四
歳
（
三
三
歳
）
雲
う
つ
む
ゝ
な
し
き
山
の
ほ
と
ゝ
き
す
聞
郭
公
ほ
の
か
に
も
ら
す
聲
も
め
つ
ら
し
幸
仁
訳
雲
で
埋
ま
る
人
が
住
ま
な
い
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
。
ほ
の
か
に
漏
ら
す
声
も
新
鮮
で
あ
る
。
大
炊
御
門
経
光
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
〜
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）・
九
・
六
六
七
歳
（
前
内
大
臣
五
一
歳
）
五
月
雨
は
れ
ま
な
く
雲
か
さ
な
れ
る
五
月
雨
に
久
日
数
ふ
る
や
の
軒
の
玉
水
経
光
訳
晴
れ
間
な
く
雲
が
重
な
る
空
の
五
月
雨
に
、
何
日
も
経
（
降
る
）
る
軒
の
玉
水
だ
な
あ
。
久
我
通
誠
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
〜
享
保
四
（
一
七
一
九
）・
七
・
七
六
〇
歳
（
権
大
納
言
二
九
歳
）
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く
れ
ふ
か
き
池
の
み
き
は
に
か
け
清
く
水
邊
蛍
玉
と
み
た
れ
て
と
ふ
蛍
か
な
通
誠
訳
夕
闇
が
深
く
な
り
、
池
の
汀
に
影
も
清
ら
か
に
、
玉
の
よ
う
に
乱
れ
て
飛
ぶ
蛍
だ
な
あ
。
西
洞
院
時
成
正
保
二
（
一
六
四
五
）
〜
享
保
九
（
一
七
二
四
）・
閏
四
・
九
八
〇
歳
（
参
議
四
四
歳
）
き
を
ひ
く
る
よ
そ
の
村
く
も
風
は
や
み
遠
夕
立
こ
ゝ
も
涼
し
き
夕
立
の
そ
ら
時
成
訳
競
う
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
で
生
ず
る
よ
そ
の
村
雲
、
風
が
速
く
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
も
涼
し
き
夕
立
の
空
だ
よ
。
実
相
院
義
延
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
〜
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）・
一
〇
・
一
九
四
五
歳
（
二
七
歳
）
樹
陰
吹
風
の
す
ゝ
し
さ
あ
か
す
立
寄
て
納
涼
ま
た
き

し
る
森
の
木
隠
義
延
訳
吹
く
風
の
涼
し
さ
が
物
足
り
な
く
て
、
立
寄
り
て
ま
だ
来
な
い
秋
を
感
じ
る
森
の
木
隠
れ
よ
。
勧
修
寺
経
慶
正
保
元
（
一
六
四
四
）
〜
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）・
一
・
一
〇
六
六
歳
（
前
権
大
納
言
四
五
歳
）
咲
萩
の
花
に
そ
む
る
と
見
し
露
も
草
花
露
し
た
葉
に
ち
る
は
も
と
の
色
に
て
経
慶
訳
咲
く
萩
の
花
に
染
ま
る
と
見
え
た
露
も
、
下
葉
に
散
っ
て
み
れ
ば
も
と
の
色
で
あ
る
。
冷
泉
為
綱
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
〜
享
保
七
（
一
七
二
二
）・
三
・
六
五
九
歳
（
左
中
将
二
五
歳
）
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た
か
た
め
と
か
け
て
か
き
つ
る
ゆ
ふ
霧
の
霧
中
鳫
そ
ら
に
見
わ
か
ぬ
か
り
の
た
ま
つ
さ
為
綱
訳
誰
の
た
め
と
心
に
か
け
て
書
い
た
の
か
、
夕
霧
の
空
で
は
見
わ
け
が
つ
か
な
い
雁
の
手
紙
だ
な
あ
。
九
條
輔
実
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
〜
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）・
一
二
・
一
二
六
一
歳
（
権
大
納
言
二
〇
歳
）
夕
間
暮
さ
ひ
し
さ
そ
へ
て
鳴
鹿
の
野
鹿
こ
ゑ
に
う
つ
ろ
ふ
野
邊
の
萩
原
輔
實
訳
夕
暮
れ
に
さ
び
し
さ
を
添
え
て
鳴
く
鹿
の
声
に
よ
っ
て
散
っ
て
ゆ
く
野
辺
の
萩
原
。
水
無
瀬
氏
信
元
和
五
（
一
六
一
九
）
〜
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）・
七
・
一
五
七
二
歳
（
前
権
中
納
言
七
〇
歳
）
い
く
夜
し
も
あ
か
ぬ
心
を
諸
共
に
深
夜
月
更
行
月
の
影
や
そ
ふ
ら
ん
氏
信
訳
幾
夜
見
て
も
あ
き
た
り
な
い
心
を
共
に
し
て
、
更
け
行
く
月
の
光
が
増
す
の
だ
ろ
う
か
。
堀
河
康
綱
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
〜
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）・
六
・
一
二
五
一
歳
（
非
参
議
三
三
歳
）
う
す
く
こ
く
染
る
お
の
へ
の
も
み
ち
葉
に
山
紅
葉
む
ら
し
く
れ
せ
し
ほ
と
そ
し
ら
る
ゝ
康
綱
訳
薄
く
濃
く
染
ま
る
尾
上
の
紅
葉
葉
に
よ
っ
て
、
村
時
雨
が
降
っ
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
藤
谷
為
茂
承
応
三
（
一
六
五
四
）
〜
正
徳
三
（
一
七
一
三
）・
六
・
一
三
六
〇
歳
（
従
三
位
三
五
歳
）
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岩
ま
ゆ
く
な
か
れ
も
今
朝
は
音
た
え
て
河
氷
こ
ほ
り
に
と
つ
る
谷
川
の
水
為
茂
訳
岩
間
を
行
く
流
れ
も
今
朝
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
谷
川
の
水
。
今
出
川
公
規
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
〜
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）・
一
〇
・
二
五
六
〇
歳
（
前
内
大
臣
五
一
歳
）
初
冬
今
朝
の
あ
さ
け
い
つ
し
か
冬
の
色
み
え
て
時
雨
し
く
れ
に
く
も
る
遠
の
山
の
端
公
規
訳
今
朝
の
夜
明
け
は
い
つ
し
か
冬
の
気
配
が
見
え
て
、
時
雨
に
曇
る
遠
く
の
山
の
端
。
清
水
谷
実
業
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
〜
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）・
九
・
一
〇
六
二
歳
（
権
中
納
言
四
一
歳
）
ほ
の
み
ゑ
し
今
朝
の
光
も
か
き
暮
て
連
日
雪
ゆ
き
に
日
数
の
つ
も
る
比
か
な
實
業
訳
ほ
の
か
に
見
え
た
今
朝
の
光
も
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
、
降
り
続
く
雪
に
日
数
が
積
も
る
頃
だ
な
あ
。
飛
鳥
井
雅
豊
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
〜
正
徳
二
（
一
七
一
二
）・
七
・
二
二
四
九
歳
（
従
三
位
二
五
歳
）
夕
塩
の
さ
し
出
の
礒
の
う
ら
な
み
に
浦
千
鳥
こ
ゑ
も
み
ち
く
る
友
千
と
り
か
な
雅
豊
訳
夕
塩
の
さ
し
で
の
磯
の
浦
波
に
、
声
も
満
ち
て
く
る
友
千
鳥
だ
な
あ
。
白
川
雅
光
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
〜
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）・
一
〇
・
一
〇
四
七
歳
（
従
三
位
二
九
歳
）
ふ
く
る
夜
の
そ
ら
に
さ
や
け
き
あ
か
星
の
夜
神
楽
聲
を
あ
か
す
や
神
も
き
く
覧
雅
光
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訳
更
け
る
夜
の
空
に
清
ら
か
に
響
く
あ
か
星
の
神
楽
の
歌
う
声
を
夜
が
明
け
る
ま
で
神
も
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
武
者
小
路
実
陰
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
〜
元
文
三
（
一
七
三
八
）・
九
・
三
〇
七
八
歳
（
右
中
将
二
八
歳
）
わ
か
袖
の
外
に
も
ら
す
な
水
無
瀬
河
忍
恋
下
に
な
み
た
は
有
て
行
と
も
實
陰
訳
我
が
袖
の
外
に
は
漏
ら
す
な
。
水
無
瀬
川
の
よ
う
に
下
を
涙
が
流
れ
て
行
く
と
し
て
も
。
坊
城
俊
広
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
〜
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）・
三
・
三
七
七
歳
（
前
権
大
納
言
六
三
歳
）
あ
り
て
世
に
あ
ふ
せ
も
し
ら
ぬ
水
無
瀬
河
不
逢
戀
人
に
思
ひ
を
な
に
ふ
か
め
け
む
俊
廣
訳
生
き
て
い
て
逢
瀬
も
知
ら
な
い
水
無
瀬
川
。
あ
の
人
に
ど
う
し
て
思
い
を
深
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
水
無
瀬
兼
豊
承
応
二
（
一
六
五
三
）
〜
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）・
三
・
七
五
三
歳
（
非
参
議
三
六
歳
）
い
つ
は
り
の
世
に
な
ら
ひ
せ
は
い
か
ゝ
せ
ん
待
戀
契
り
を
き
つ
る
け
ふ
の
夕
へ
も
兼
豊
訳
偽
り
の
世
に
慣
れ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
約
束
し
て
お
い
た
今
日
の
夕
べ
も
。
河
鰭
実
陳
寛
永
一
二
（
一
六
三
五
）
〜
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）・
二
・
二
二
七
二
歳
（
権
中
納
言
五
四
歳
）
遇
逢
事
を
契
ら
さ
り
せ
は
わ
か
中
に
不
逢
戀
と
し
月
へ
て
も
人
は
う
ら
み
し
實
陳
訳
あ
の
人
と
逢
う
事
を
約
束
し
な
け
れ
ば
、
私
の
中
に
年
月
を
経
て
も
あ
の
人
を
恨
む
気
持
ち
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
に
。
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花
山
院
定
誠
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
〜
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）・
一
〇
・
二
一
六
五
歳
（
前
内
大
臣
四
五
歳
）
う
き
た
ひ
に
こ
れ
そ
か
き
り
と
恨
て
も
恨
戀
お
も
ひ
か
へ
す
は
心
よ
は
し
や
定
誠
訳
つ
ら
い
と
思
う
た
び
に
こ
れ
限
り
と
恨
ん
で
も
、
考
え
直
す
の
は
心
が
弱
い
な
あ
。
鷹
司
兼
熈
万
治
二
（
一
六
五
九
）
〜
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）・
一
一
・
二
〇
六
七
歳
（
右
大
臣
三
〇
歳
）
む
ら
〳
〵
の
雲
の
絶
間
に
み
え
そ
め
て
暁
雲
あ
か
つ
き
し
る
き
星
の
影
哉
兼
熈
訳
む
ら
に
な
っ
た
雲
の
絶
え
間
に
見
え
初
め
て
、
暁
に
な
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
る
明
け
の
明
星
の
光
だ
な
あ
。
白
川
雅
喬
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
〜
元
禄
元
（
一
六
八
九
）・
一
〇
・
一
五
六
九
歳
（
非
参
議
六
九
歳
）
と
も
し
火
も
そ
む
け
て
や
ね
ん
か
り
枕
羇
中
燈
お
も
ふ
み
や
こ
の
夢
を
待
夜
は
雅
喬
訳
燈
も
そ
む
け
て
寝
よ
う
か
旅
寝
に
は
、
心
に
か
か
る
都
の
夢
を
見
る
の
を
待
つ
夜
は
。
平
松
時
方
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
〜
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）・
七
・
二
七
六
〇
歳
（
従
三
位
三
七
歳
）
夜
な
〳
〵
は
お
も
ひ
ね
に
ね
ん
こ
し
か
た
の
夜
夢
う
つ
ゝ
に
か
へ
る
夢
路
も
そ
あ
る
時
方
訳
夜
ご
と
に
思
い
な
が
ら
寝
よ
う
。
過
ぎ
て
き
た
時
の
現
実
に
戻
る
夢
路
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
近
衛
基
熈
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
〜
享
保
七
（
一
七
二
二
）・
九
・
四
七
五
歳
（
左
大
臣
四
一
歳
）
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見
て
も
思
へ
し
け
き
恵
み
は
こ
れ
そ
こ
の
社
頭
祝
神
の
み
ま
へ
の
賢
木
葉
の
か
け
基
熈
訳
見
て
も
思
え
、
数
多
く
の
恩
恵
は
こ
れ
こ
そ
こ
の
神
の
御
前
に
捧
げ
ら
れ
た
榊
葉
の
陰
。
本
詠
歌
は
、
貞
享
五
年
二
月
二
一
日
の
『
基
煕
公
記
』
に
、「
短
尺
一
首
賀
茂
社
司
松
下
に
下
さ
る
云
々
」
と
し
て
全
く
同
じ
歌
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
各
詠
進
歌
の
詳
し
い
解
釈
及
び
各
歌
人
の
霊
元
院
歌
壇
に
お
け
る
位
置
付
け
・
役
割
、
さ
ら
に
、
霊
元
院
歌
壇
の
堂
上
歌
壇
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど
の
考
察
は
後
日
を
期
し
た
い
。
三
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
御
忌
法
楽
和
歌
に
つ
い
て
最
後
に
、
本
短
冊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
霊
元
院
が
「
後
鳥
羽
院
四
百
五
〇
年
遠
忌
和
歌
」
を
水
無
瀬
神
宮
に
奉
納
す
る
お
手
本
と
し
た
、
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
の
四
〇
〇
年
御
忌
の
法
楽
和
歌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、『
近
世
歌
文
集
上
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
６７
）
所
収
の
「
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
御
会
付
・
隠
岐
記
」
に
後
水
尾
院
を
初
め
、
二
九
人
の
廷
臣
に
よ
る
三
〇
首
の
和
歌
が
収
録
さ
れ
、
上
野
洋
三
氏
に
よ
り
校
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
が
、
後
鳥
羽
院
の
四
百
回
忌
に
あ
た
る
の
で
催
さ
れ
た
追
善
和
歌
三
十
首
。
た
だ
し
底
本
と
し
た
島
原
松
平
文
庫
の
標
題
に
「
御
会
」
と
す
る
会
は
、
確
認
さ
れ
ず
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
る
烏
丸
資
慶
の
歌
が
『
権
大
納
言
資
慶
卿
詠
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
本
）（
注
４
）
な
ど
に
「
寛
永
十
五
、
二
、
廿
二
、
後
鳥
羽
院
四
百
聖
忌
、
松
下
勧
進
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
本
書
の
奥
書
に
も
見
え
る
上
賀
茂
神
社
の
社
家
松
下
氏
の
主
催
・
依
頼
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
鳥
羽
院
は
、
ゆ
か
り
の
水
無
瀬
離
宮
の
地
に
、
水
無
瀬
神
宮
の
祭
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
例
年
二
月
二
十
二
日
の
命
日
に
は
宮
中
に
お
い
て
法
楽
和
歌
会
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
当
年
に
お
い
て
も
催
さ
れ
た
こ
と
は
『
雅
章
卿
詠
歌
』（
大
阪
女
子
大
学
本
）（
注
４
）
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
以
上
の
他
に
当
年
に
お
い
て
は
、
水
無
瀬
氏
成
の
「
勧
進
」
に
よ
る
法
楽
和
歌
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
ま
た
『
雅
章
卿
詠
歌
』（
注
４
）
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
江
戸
時
代
初
頭
の
宮
廷
和
歌
復
興
期
に
あ
た
っ
て
、『
新
古
今
集
』
に
よ
る
古
代
和
歌
の
復
興
を
行
っ
た
後
鳥
羽
院
の
四
百
回
忌
が
、
宮
廷
の
人
々
に
と
っ
て
深
い
意
味
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
【
諸
本
】
い
ず
れ
も
写
本
で
伝
来
す
る
。
底
本
は
元
禄
期
と
推
定
さ
れ
る
写
本
。
大
本
、
一
冊
。
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
「
後
鳥
羽
院
天
皇
四
百
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回
忌
御
奉
納
和
歌
写
」、
神
宮
文
庫
本
「
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
御
会
歌
」
な
ど
が
あ
る
。
右
の
解
説
に
よ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
の
折
り
に
、
①
上
賀
茂
社
家
松
下
氏
勧
進
三
〇
首
法
楽
和
歌
、
②
水
無
瀬
氏
成
勧
進
法
楽
和
歌
、
③
宮
中
法
楽
和
歌
会
の
三
種
類
の
後
鳥
羽
院
法
楽
和
歌
が
詠
進
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
年
二
月
二
二
日
前
後
の
古
記
録
類
か
ら
、
次
の
よ
う
な
関
連
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。
寛
永
十
五
・
二
・
九
（
時
慶
卿
記
）
水
無
瀬
ヨ
リ
、
後
鳥
羽
院
御
忌
四
百
年
相
当
、
各
ヘ
哥
勧
進
、
予
亦
約
諾
、
題
尺
教
、
短
冊
二
枚
在
之
、
寛
永
十
五
・
二
・
十
二
（
時
慶
卿
記
）
難
波
中
将
詠
草
ヲ
見
、
来
廿
二
日
水
無
瀬
殿
御
法
楽
ト
聞
、
寛
永
十
五
・
二
・
十
三
（
時
慶
卿
記
）
難
波
ヘ
詠
草
墨
付
テ
返
、
（
忠
利
宿
禰
記
）
今
月
廿
二
日
水
無
瀬
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
也
、
先
年
当
年
忌
勅
使
有
之
、
可
被
修
佛
事
由
、
氏
成
卿
被
望
申
之
、
可
被
申
院
由
、
有
御
沙
汰
、
又
御
法
楽
歌
之
事
被
申
之
、
寛
永
十
五
・
二
・
十
六
（
時
慶
卿
記
）
難
波
ト
閑
話
、
和
歌
之
儀
申
談
、
寛
永
十
五
・
二
・
十
七
（
時
慶
卿
記
）
水
無
瀬
ヘ
詠
草
談
合
ニ
出
、
彼
方
ノ
哥
モ
被
見
、
寛
永
十
五
・
二
・
十
九
（
時
慶
卿
記
）
空
心
ニ
出
、
水
無
瀬
在
所
ヘ
帰
郷
ノ
前
ニ
、
詠
草
今
一
度
談
合
候
、
但
、
人
丸
御
像
ノ
前
御
鬮
ヲ
取
テ
内
々
ハ
定
也
、
花
ヲ
詠
ト
被
申
候
ヘ
ト
モ
、
彼
方
ノ
花
ア
リ
、
依
斟
酌
候
、
寛
永
十
五
・
二
・
二
十
（
時
慶
卿
記
）
予
詠
草
清
書
平
松
ヘ
誂
テ
七
条
へ
言
傳
水
無
瀬
ヘ
遣
、
金
吾
詠
哥
談
合
云
々
、
通
申
候
、
寛
永
十
五
・
二
・
二
十
二
（
時
慶
卿
記
）
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
御
忌
誦
経
念
仏
、
又
聖
徳
太
子
御
忌
日
、
是
又
誦
経
念
仏
、
偏
ニ
太
子
ノ
御
恩
徳
也
、
平
松
来
儀
、
合
色
椿
一
二
朶
持
参
、
又
、
水
無
瀬
殿
ノ
御
法
楽
詠
清
書
云
々
、
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寛
永
十
五
・
二
・
二
十
二
（
道
房
公
記
）
参
内
、
此
日
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
、
為
追
善
、
被
講
和
歌
廿
首
、
院
御
幸
出
御
簾
中
、
参
入
公
卿
摂
政
、
中
務
卿
親
王
、
妙
法
院
宮
、
余
、
権
大
納
言
通
村
、
前
大
納
言
経
季
、
新
中
納
言
通
純
、
参
議
基
音
、
参
議
公
景
、
参
議
俊
完
、
殿
上
人
頭
中
将
以
下
九
人
、
和
歌
了
人
々
退
出
、
（
忠
利
宿
禰
記
）
今
日
後
鳥
羽
院
御
四
百
年
忌
也
、
於
禁
中
御
法
楽
有
之
廿
人
・
廿
首
云
々
、
紀
学
参
禁
中
、
先
年
百
首
有
之
由
也
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
寛
永
一
五
年
の
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
回
忌
の
法
楽
和
歌
は
、
上
野
氏
の
解
説
に
言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
次
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
①
松
下
氏
勧
進
法
楽
和
歌
本
詠
進
歌
三
〇
首
は
『
近
世
歌
文
集
上
』
所
収
の
「
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
御
会
」
に
翻
刻
さ
れ
、
詳
し
い
注
釈
及
び
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
松
下
氏
が
勧
進
し
て
後
水
尾
院
か
ら
そ
の
短
冊
を
拝
領
し
た
理
由
と
し
て
「
後
鳥
羽
院
皇
子
、
彼
家
（
松
下
）
の
娘
生
め
り
。
遠
嶋
に
お
も
む
き
給
時
、
彼
に
預
け
置
給
、
直
に
松
下
の
家
を
次
、
氏
久
と
云
ふ
」
と
い
う
記
述
を
信
じ
れ
ば
、
松
下
家
の
祖
で
あ
る
氏
久
は
後
鳥
羽
院
の
ご
落
胤
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
院
（
後
鳥
羽
院
）
御
自
筆
の
御
影
に
有
り
。
又
三
条
西
殿
（
実
条
）
述
懐
の
歌
に
、
紅
葉
を
よ
む
。
院
自
ら
是
た
ま
わ
る
楓
と
云
々
。
今
は
枯
れ
て
な
し
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
五
年
二
月
一
八
日
の
『
基
量
卿
記
』
に
は
「
近
日
後
鳥
羽
院
御
影
・
勅
書
等
御
覧
、
松
下
民
部
参
」
と
あ
る
の
で
、
四
五
〇
年
忌
ま
で
は
、
後
鳥
羽
院
自
筆
の
御
影
・
勅
書
が
現
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
条
西
実
条
の
詠
進
歌
「
述
懐
名
に
た
て
る
か
え
で
は
は
や
く
朽
は
て
て
さ
び
し
く
残
る
ま
り
の
音
か
な
」
と
あ
る
の
で
、
先
祖
が
後
鳥
羽
院
か
ら
下
賜
さ
れ
、
三
条
西
家
の
懸
の
庭
（
鞠
庭
・
東
北
隅
に
桜
、
東
南
に
柳
、
西
南
に
楓
、
西
北
に
松
）
に
植
わ
っ
て
い
た
楓
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
烏
丸
資
慶
の
「
七
夕
」
の
歌
は
、「
権
大
納
言
資
慶
卿
詠
」（
注
３
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
②
水
無
瀬
氏
成
勧
進
法
楽
和
歌
西
洞
院
時
慶
の
日
記
で
あ
る
『
時
慶
卿
記
』
の
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
忌
法
楽
和
歌
の
詠
進
に
関
す
る
二
月
九
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
勧
進
元
は
水
無
瀬
氏
成
で
あ
る
。
水
無
瀬
家
と
後
鳥
羽
院
の
関
係
は
、『
公
家
事
典
』
に
よ
る
と
、
後
鳥
羽
院
の
国
母
で
あ
る
七
条
院
の
一
族
で
あ
っ
た
水
無
瀬
家
の
初
代
の
信
成
と
親
成
父
子
は
「
後
鳥
羽
上
皇
よ
り
摂
津
国
水
無
瀬
の
離
宮
跡
を
与
え
ら
れ
、
上
皇
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
御
影
堂
を
建
て
こ
の
地
に
住
し
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祭
祀
を
務
め
た
こ
と
に
」
始
ま
り
、
水
無
瀬
家
の
歴
代
は
江
戸
時
代
ま
で
水
無
瀬
宮
を
守
護
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
を
考
慮
す
れ
ば
、
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
忌
の
折
に
、法
楽
和
歌
を
勧
進
し
、水
無
瀬
宮
に
奉
納
す
る
こ
と
は
水
無
瀬
氏
成
の
当
然
の
役
務
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
氏
成
か
ら
、
時
慶
は
題
「
尺
教
」
の
歌
を
頼
ま
れ
、
料
紙
は
短
冊
二
枚
と
あ
る
。
同
二
月
一
二
日
に
は
難
波
宗
種
が
詠
草
を
見
せ
に
来
て
、
翌
日
添
削
し
て
難
波
に
返
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
水
無
瀬
氏
成
に
詠
進
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
月
一
九
日
に
は
、
時
慶
は
水
無
瀬
氏
成
を
訪
ね
て
、
柿
本
人
麻
呂
像
の
前
で
籤
を
引
い
て
題
を
決
め
た
と
取
れ
る
記
事
が
あ
り
、
九
日
に
短
冊
二
枚
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
詠
進
し
た
の
は
「
尺
教
」
の
歌
な
の
か
、
別
の
歌
な
の
か
、
残
念
な
が
ら
裏
付
け
る
資
料
は
未
詳
で
あ
る
。
二
月
二
〇
日
に
は
時
慶
は
自
分
の
詠
草
を
清
書
し
て
氏
成
に
送
り
、
次
男
の
平
松
時
庸
も
詠
進
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
飛
鳥
井
雅
章
集
上
』（
注
４
）
に
水
無
瀬
氏
成
勧
進
の
法
楽
和
歌
に
雅
章
が
詠
進
し
た
「
夜
梅
」
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
③
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
忌
宮
中
法
楽
和
歌
会
二
月
二
二
日
に
宮
中
で
後
鳥
羽
院
四
〇
〇
年
忌
の
追
善
が
催
さ
れ
、
和
歌
二
〇
首
が
披
講
さ
れ
た
こ
と
が
、
九
条
道
房
の
日
記
『
道
房
公
記
』
の
同
日
の
条
に
あ
る
。
詠
進
者
は
後
水
尾
院
、
二
条
康
道
、
八
条
宮
智
忠
親
王
、
妙
法
院
宮
堯
然
法
親
王
、
九
条
道
房
、
中
院
通
村
、
今
出
川
経
季
、
中
院
通
純
、
園
基
音
、
姉
小
路
公
景
、
坊
城
俊
完
、
殿
上
人
・
鷲
尾
隆
量
・
飛
鳥
井
雅
章
な
ど
九
人
を
含
む
総
勢
二
〇
人
。
『
飛
鳥
井
雅
章
集
上
』（
注
４
）
に
当
座
の
法
楽
和
歌
会
と
し
て
「
忍
涙
恋
」
の
題
で
雅
章
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
四
ま
と
め
本
短
冊
は
今
か
ら
約
三
三
〇
年
前
に
、
賀
茂
の
社
家
・
松
下
順
久
が
霊
元
院
よ
り
拝
領
し
て
、
後
鳥
羽
院
四
五
〇
年
忌
追
善
の
た
め
水
無
瀬
神
宮
に
寄
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
頃
松
下
家
の
管
轄
を
離
れ
、
現
在
に
至
っ
た
か
な
ど
の
伝
来
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
短
冊
の
綴
り
の
順
序
に
些
か
の
錯
簡
は
あ
っ
た
が
、
一
枚
も
散
逸
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
今
後
の
研
究
の
た
め
に
も
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
幸
い
な
こ
と
に
、
本
短
冊
の
手
本
と
な
る
後
水
尾
院
時
代
の
四
〇
〇
年
忌
追
善
の
詠
進
歌
の
先
行
研
究
及
び
古
記
録
等
が
残
さ
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
四
五
〇
年
忌
の
追
善
和
歌
に
つ
い
て
も
少
し
で
は
あ
る
が
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
短
冊
は
、
四
〇
〇
年
忌
追
善
の
た
め
に
、
後
水
尾
院
か
ら
松
下
家
が
三
〇
首
和
歌
短
冊
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
前
例
な
し
に
は
、
存
在
し
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
歌
題
も
後
水
尾
院
が
古
今
伝
授
を
受
け
た
際
に
採
用
し
た
組
題
を
撰
ん
だ
こ
と
か
ら
も
、
霊
元
院
が
い
か
に
後
水
尾
院
の
歌
壇
を
踏
襲
し
て
堂
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上
歌
壇
の
隆
盛
に
尽
力
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
短
冊
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
１
『
短
冊
物
が
た
り
』
彌
富
賓
水
著
磯
部
甲
陽
堂
一
九
一
八
年
頁
１７
４
行
目
「
後
鳥
羽
院
四
百
五
十
年
御
法
楽
の
短
冊
や
、
其
他
宮
中
の
御
會
の
短
冊
な
ど
現
存
し
て
居
る
の
を
拝
す
る
に
、
上
を
始
め
親
王
よ
り
摂
家
一
般
の
所
謂
堂
上
家
の
人
々
の
短
冊
が
、
全
く
同
様
の
短
冊
で
豪
も
異
な
っ
て
は
居
ら
ぬ
、」
注
２
松
下
順
久
（
ま
さ
ひ
さ
又
は
よ
り
ひ
さ
）
神
職
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
〜
享
保
五
（
一
七
二
〇
）・
五
・
七
七
〇
歳
本
姓
・
賀
茂
。
家
系
・
松
下
矩
久
の
男
。
経
歴
・
上
賀
茂
神
社
神
主
。
従
三
位
、
民
部
大
輔
。
典
拠
『
国
書
人
名
事
典
』
注
３
『
烏
丸
資
慶
家
集
下
』（
古
典
文
庫
第
五
三
六
一
九
九
一
年
）
「
権
大
納
言
資
慶
卿
詠
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
七
夕
寛
永
十
五
、
二
、
廿
二
、
後
鳥
羽
院
四
百
年
聖
忌
、
松
下
勧
進
１０１３
絶
せ
す
よ
ま
れ
の
契
り
は
あ
た
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
あ
ま
の
川
浪
注
４
『
飛
鳥
井
雅
章
集
上
』（
古
典
文
庫
第
五
五
二
冊
一
九
九
二
年
）
忍
涙
恋
４８７
こ
れ
よ
り
や
つ
ゐ
に
は
も
れ
ん
つ
ゝ
む
に
も
あ
ま
る
斗
の
袖
の
涙
は
同
（
寛
永
十
五
年
）
二
月
廿
二
日
水
無
瀬
御
法
楽
当
座
夜
梅
４８８
う
つ
り
き
て
ふ
か
き
枕
の
梅
か
ゝ
に
名
残
も
に
ほ
ふ
春
の
よ
の
夢
同
二
月
廿
二
日
水
無
瀬
黄
門
（
氏
成
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